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ダウン症乳児の要求伝達行動と親の解釈
一一O歳から l歳半までの縦断的資料分析一一
松島恭子
Demands behavior of Down's Syndrome Infants and its interpretation 
of their parents 
KVOKO MATSUSHIMA 
問題・目的
乙とばを発する以前(前言語期)の乳児の要求は，い
かにして養育者lζ伝わるのであろうか。その手段の発達
についていくつかの知見が見出されている。
Batesl)は前言語期から言語期にいたる乳児の伝達行
動の発達を分折して， 3つの段階を示した。乙れらは山
聞き手効果段階 CPerlocutionarystage)， (2)意図伝達
段階 Clllocutionarystage) ， 13)命題伝達段階 CLoci
tionary stage)である。
第一段階の開き手効果段階とは，乳児がなんらかの行
動を示した時IC，受け手である養育者が乳児の行動のな
かに伝達怠図のある乙とを設定し，かっ行動の意味を解
釈しようとする段階である。乙の段階の様相について，
麻生2)は，養育者や回りの人々が乳児与を始めから “人"と
して据らえ.その発声や表情，身体の動きを “人"のそれ
として解釈しようと待ち構えているという。そして〔生後
16日以降，はっきりした用自もなく激しく泣き ，しかも
抱くと泣き正むようになった乙とから， “ダッコを要求し
て泣く ・人を呼び寄せる ・意志がでてきた ・甘えなきす
る"などとみなされるようになる。 1カ月白の終り頃iζ
は，人々 は(手U尼)Nの “人なり"といったものも感じる
ようになる〕と述べている。同様ICEmde3)は生後3カ
月ζろまでみられる空腹，睡眠，t1ドTt空以外の〔意味のな
いむずがり〕について着目しており，その機能を養育行
動を引きだす乙ととみなして， Bowlb/)の愛着行動の
第一段階と符合させた。
第二段階の22図伝i童段階とは，ある対象を，ある人lζ
伝達しようとする“意図"を乳児自身が持っているとみ
なされる段階である。先の第一段階において，乳児の妥求
内容の文脈(まわりの状況)からの手がかりも得られにくく，
養育者は養育(宅腹，睡眠，排池あるいはその他の身体
的欲求)と遊びの側面からさまざまな試みをして，乳児
の行動lζ応答せざるを得ない場合が多L、。乙れに対して，
怠区l伝達段階では，乳児の行動の中K指示的なものがあ
らわれ，文脈の手がかりを用いれば容易にその内容を推
察することが可能な段階となる。 ζの段階の基礎ICは乳
児の人および物IC対する関心の芽生えが想定されており，
乳児が自分物 養育者という 3つの項を意識する乙と
が前提となると考えられている。5) その上で乳児は自分
の関心のあるものを養育者IC示したり，あるいは養育者
を介してその物を手に入れたりするようになるわけで，
乳児の伝達意図ならびにその内容が，まだ状況からの判
断を必要としながらも(文脈の助けを必要としながら
も)，養育者IC明らかになるという点で第一段階とは大
きな違いを持つのである。
第3段階の命題伝達段階とは，初託，一語発話を初め
とした言語期にみられるもので，伝達手段は言語であり，
現実の文脈からの推論は不必要となる段階である。
一方，母チ関係の発達の観点から乳児の要求伝達の発
達過粍を述べたBruner6)はO歳期について，一方的要
求形態→応答を期待した形態→交換形態→共同作業によ
るやりとり形態のJI頂IC発達すると述べている。発現する
月齢は 3，4カ月から相手の応答を期待する乙と， 8カ
月頃かり交換が始まる ζと，10カ月ごろから共同作業が
みられるようiとなる乙とを報告している。 ζの点IC関し
てO歳児を縦断的に観察した麻ぽ)の報告でも， 3， 4 
カ月は“やりとりのはじまり，人との遊び"の時期とさ
れ， (相互のおしゃべり的やりとり]がみられ， r養育
者が相手をするのをやめたりそばを離れようとするだけ
でむずかったりするようになる」としている。また8カ
月は人lζ対する意識の芽生えとして「物の背後に常に存
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-230ー 児童学
在している人々との関係的世界に気づき始めたかのよう
に，時には提示されたものだけではなく人をみつめしか
も微笑した上で物に手をのばすようになったjという。
次いで10カ)J自にはやりとり遊びの始まりとして「単に
やり取り遊びの稚煩が~~ffi，となるだけではなく，大人と
の問で役割のはっきり分化した遊びがみられる」として
いる。
これらの乙とから乳児の伝達行動とその発達制1乳児
の認知発達の彫轡，121養育者側の受け取り方(解釈)の
彩轡をともに受けるととがわかる。乙れらが作用し合う
場面として乳児と養育者との聞の相互作用が様々に変化
しながら発注していくのである。
さて，本稿の対象となるダウン症乳児の言語発達は運
動面，認知面K比べ発達速度の遅い乙とが特徴である。
いいかえれば，養育者やまわりの人々は通常より長い期
聞にわたって，乳児の伝達しようとする乙とを解釈して
いかなければならない。それはBatesけのいう聞き手効
果段階の長期化を意味している。また，乳児が視線や手
をのばすなどの動作を通じてなんらかの要求伝達をする
ように伝ってからも(窓凶伝達段階)，乳児が自力でそ
のものの近くへ移動できない湯合なと，養育者は示され
た方向にある色々なものの中から文脈にそって推察する
という作業をしなければならなし、。たとえば食事の途中
で乳児が冷蔵庫の方IL手をのばしてなんらかの発声をす
れば，日頃の経験から牛乳を取ってほしいのだという判
断をし，実際にそれを見せて乳児の反応から適否を知る
という作業が行われる。しかし，乳児の探索欲求が培し
てくると貌の連想以上に乳児の思いが広がっている場合
が多くなり，養育者は乳児との伝達が以前にも増して困
難になったと感じるととが多くなる。乙れらは，日常の
臨床場面で筆者が養育者からたびたび受ける相談の大き
なポイントとな っている。しかし，現状ではダウン症乳
児の前言語期における伝透行動の形態およびそれに対し
て養育者ーがどのような解釈を行なっているかに関する報
告はきわめてまれである。現在はとの点IL関して親チの伝
達の様相そのもののデータを蓄積し分析する段階にある。
そ乙で本稿では，ダウン症乳児親子5組について O歳
から 1歳半までの乳児の要求行動とそれに対する養育
者の解釈の実態を調べ，その特徴を分析する乙とを目的
とした。通常の場合 l歳前半'iBates1)のいう命題伝達
段階への移行が始まる時期であるが，ダウン症乳児の湯
合は言語の発達が遅れるために命題伝達段階までの移行
はみられないと予測しうる。
方法は親への問診によった。乳児の要求行動の発達研
行動の生起および親のかかわりを記録 ・分析する方法と，
121乳児の要求をl直接受け入れる当事者がそれをどう受け
取っていくかを記録・分析する方法とが考えられる。前
者の研究として斎藤ら7)・武井ら8)・大浜ら9)のー迎の
1) ".，.....2) 研究がみられ，後者としては山田 ，秦野 .麻生 の
研究がみられる。本研究の立場は後者に位置する。それ
は本研究が，乳児の伝達行動そのものの発注的変化およ
びそれに対する籾のかかわりを分析する乙とではなく，
受け手である級自身が乳児の思いをその行動の中にどの
ように読み取っているのかを明らかにする乙とを白的と
しているからである。
乙の考え方は，乳児期における健常乳児の親子のかか
わりとダウン症乳児のそれが異なる点を持つ乙とと閲i!l!
している。 Jones12b親子の遊び湯面の分析を通して乙
の違いを次のように見出している。 0歳代には健常乳児 ・
ダウン疲乳児ともに，親はオモチャの提示などによって
遊びを導き，乙どもの方が親の視線に追随するバターン
が多くみられるが， 1歳頃から健常乳児とダウン箆乳児
の間K違いがみられ始める。ダウン症乳児ではO歳代か
らの傾向が続いて観主導型のかかわりがみられるのに対
して，健常乳児ではむしろこどものみているものを続が
後追いしてみたり . ζともの遊びを親が黙って見守るな
どのように，乙ども主導型の遊びが多くみられるように
なるのである。乙のように健常乳児の場合ILは一般に籾
が積極主導型から見守り型へと移行するのに対して，ダ
ウン症乳児の場合lとはひきつづき誘導する立場を保持し
ていく。ダウン症乳児の親子関係IL関する家庭観祭では，
ダウン疲乳児の乳幼児期を通して親が導く人(教師，マ
ネー ジャー)としての役割lを大きく担っている乙とも報
品 _ _~ ._ _ . ~ 13) 
告されている。
乙のような親子のかかわりの状況は先iζ述べた聞き手
効果段階の長期化と同様の意味を持っている。とくに言
話発i主の遅れのみられるダウン症乳児の場合ILは，乳児か
らの身綴りあるいは特殊なサインが要求伝達の手段とし
て重要となる。そして乙れらは受け手の解釈に依#して
その機能を巣すのである。受け手側の解釈およびそれに
基づく行動によって，乳児はある一定の要求に対して一定
の行動を発淫させていくことになるであろう。乙れらの
実際がどのように行なわれているかについて，本論文で
は乙の聞き手効果段階にある夕、ウン症乳児とその殺の間
にかわされる要求伝達行動とその解釈の線相について資
料分析を試みるものである。
方 法
究lζは，11乳児と税の日常行動を客観的に観察し，伝達 対象
( 2 ) 
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本宇都付属，児市家族相談所で開催しているダウン症 しては5名中2名が排池後も知らせないj鈎聞がl歳前半
乳児籾子教室K参加しているタウン症乳児とその続(母 まで続いた。眠い時ぐする乙とは5名ともにみられ， 母
親) 5 組。(なお 5 組の乳児の属性は紛品 14~参照)。 規は l歳前頃から，生理的要求IL関して，空腹， I剛民の
区別がH月6iIiにわかるようになった。
方法 (21対人交流要求
級一子教宅は毎月 l回開催。母親との個人面接の際1(， 養育省と身体陵触をもったり何等かのかかわりをもち
家庭での乳児の要求伝達行動とそれに閲する親の解釈に たい場合には， 1_乳児の身体運動κよる表現， 2_表
ついて問診した。あわせて家庭記録用紙を手渡し 1カ 間によるぷ現， 3_発声による表現，がその手がかりと
月間の家庭生活の中で， 税が乳児の要求をとのように感 して長f-dにとらえられている乙とかわかる。乙れらの
じとれるかについて記入を依頼した。乙れらの内容I(つ うち 1_と2 は紛とflがあった状態で生起するもので，
いても教室の商按の際K問診し補足 した(なお家庭記録 践のま買を見つめたまま手をのばしてきたり.手足をパタ
用紙については松島14)を参!f~)。 バタする，矧をみてほほえむ，追視する，などの友製と
結 果
なっている。乙れに対して3_は 1，2と同様に殺との
背声あそびのような機相で何か話すような声をだしてく
1 _ 各親子~IJの乳児の要求行動と親の解釈 る湯合と .それとは別IL，す乙し離れたと ζろにいる綬
5組の親子に関して収1たしたデータを，乳児の行動. を身近に引き寄せるため(アーアー，タタ タタと大きい
それに対する親の解釈，要求行動のみられた文脈 (状況) 戸をだす)，あるいは続7)1!Jl日年にかかわりをはじめない
に整即して，各組ごとに表で示した(付友 1-5)。 場合tζ不満の表明として発戸する(ウーッという， 0-声
2 _各事L!尽の要求行動の機絹と出現時期 をだす)などがみられる。これらのぷmはO成後期lから
1 _で示 した生データをさらに@生flJl的要求i乙|泌する l 歳~íO明にかけて全般にみられる。とくに l 歳前 、I~では
もの，⑥ものあるいは第3者を介在させない，益行省と 綴の腕IL!iJiをもたれてくる.親の手を臼分の万に引き
の対人的交流の要求に関するもの(以下対人交流~求と 帯せてダッコを袋求するなどの[甘え]を示す身体ぷ・現
よぷ)，①ものあるいは第 3~を介在させた養育δとの や.家の外側から内I(いる貌を大きな戸で呼ぶ乙とがみ
交流の'}1!求lζ関するもの(以下三項関係での交流~;J<と られる。
よぶ)，③15':育省のはたらきかけに対する矩合的反応、 (3)三項関係でのうど流要求
(自己主娠の要求)に関するもの，の4つに分額終IrHし (21の対人交流要求で乳児と長育者との二者関係的な直
て，各乳児ζとにその傑相とIlIm時期を示した(ぷ 1)。 際交流か求められているのに対して， (3)は益育者以外の
(1)生則的要求 外必する対象を介して， 乳児か養育者と {uI~手かの交流をも
空腹，略眠， tJHt!!tま.泣くあるいはぐすって機嫌が怒い とうとする局面をさしている。
などの形で益育-d-I(伝わっている。それらが生P{!(f.J安ぶ 何かみつけたn与に綬の顔を凡てほほえむという行動か
などの;む味合いをもってA育者κ伝わりだす時期はO歳 9カ月11ζ生じている(5名111名)。ついで10カ月日
後期 (9・10カ月)であった。母親とのl耐妥資料によれ には，ものと級の阪を交互にみる，何かしなから貌の顔
ば， それ以前は乳児の泣きそのものが少ない，あるいは をしきりとみるという行動かみられるようになる。乙れ
弱々しいものである乙と ，および生階的要求の生起とか らは乳児の発見の ~1びを税に共有してもらいたいという
ならすしも随伴していないために， sH見(;l綬乳やおしめ 気持ちゃ，乳児かなそうとするある行為lζ関して鋭から
かえを付税側の-)j的な判断lζ息づいて行なう乙が多かつ のフィードハックをもとめている場合にみられるもので
た。 ある。また12カ)J頃には何か取ってほしい時などにUえ
乙れら空腹，自信似.排惜の'}1!求のうち日曜眠と排it!!の伝 たバ7をたして親のfliをみるなどがしめされるが，乙れは
i主は， 0 歳からl)~前半にかけて泣く ・ ぐずるという形 級に援助を求める時lとよくみられるようになる。乙のよ
態K大きな変化はみられないのに対して，空腹の伝達点 うに5:f.中3名ILI対しては乙れらの行動が9，10から12
m(;lO成後期には泣くから司をベロベロする ，1をモゴ カ)Jtliまでに頻繁にみられるようになった。そして12，
モゴするというような身振りに移行した。 1Il長前下ILは 15カ月頃には緩助の要求やさし示す行動かさらにtli加し，
5名中1名が[口をモゴモゴする]という表現iζととまっ 何かに触れながら税の顔をみたりアーンと発声する，も
ているものの，もう l名は [晴乳瓶を指さす]，綴る3 のをmさして税の顔をみる，_fJlの手を';1勺帰るなど乳児
名は [マン7 という]などのぷ現へ移行した。排池lζ関 の15':fU'i-1L対するおもいがさ らK行動をi凶して明6寄lζ伝
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?? ?
?《
?
?
? 児童学
表 1.5組の観子における乳児の要求伝達行動と視の解釈の変化
月令 9 10 I1 12 13 14 15 16ヶ月
SI 泣く ・〈・ずる一一一口をモゴモゴする一一口をモコ'モコ'する マン7 ンマという
空
S2 一一一大声で泣く マン7 ン7 という
S3 泣く E前乳ぴん指さす一一一
生 腹 S4 ぐずぐずいう 一一舌をペロペロするーー口をモコ'モゴする ロをモゴモゴする
思 S5 アーという ロをモグモグさせる
的 -ー.・ --.-.--........_-・p・4・ ・・・・ a・a・6・......‘・ 4・.-_.-・ー・ー・ ・ー 骨.・e・ーー・...曹..-.......__........，_..ー
要
眼目民
SI ぐずる 泣く・ぐずる ぐずる
求 S2 ぐずる ぐずる. S3 泣く ぐずる
t箕世 S4 ぐずぐずいう ぐずぐずいう
S5 ぐずる ・泣く ぐずる
S I 発続声してよぶ
観の顔をじっと 外から観を呼ぶのからだにくっつく みる
対
人 S 2 追特視有して鼻声声体を動出す一一手鼻をのばすす ・身をのりだす一一手身で続にふれる一一一一→貌lζ』れる
の発や 声を出 をのりllJす
交
S 3 
流 両手声を出籾の方へのばす 手甘をのばす--一4 観の手をもって
要
大をしてよぶ え泣き 自分の方にひきょせる
S4 続の顔をみる 笑泣いかける
求 いてよぶ
S 5 
実を貌の方.<::出て-PしそJlζ一話すよう叩を出す 続ものからだに
いかける 声をIH たれて甘える
S I 目か発見すると ーものと綴を交互一つ刀りZ ものをねしに一員のを指さし叩をみてほほえむみる 鏡花す をみる
項関係 S 2 
何続か顔しながらしきりと ものと続を交互 何続かしてほしい時は
のをみる にみる の手をひく
と
S 3 附しW ら観をみる- g机ふれながらの の顔をみる
流交要求 S4 所続の手もをほしいものの
。と っていく
S 5 幼ものと籾を交互にみる
の手をものの所にひっぱる
自
S I ロを閉じる 手で払う
己 S 2 ロを閉じる しかめる 払
主 顔をそむける一一逃げるウッとL、ぅ 一一一→手で う
q長 S 3 ロを閉じる 口を閉fムじる 顔手をそむける一一一手で払つ・ 一一-f泣く
の 手で zうで払う ねる
要 S 4 述げようとする 顔をそむける 顔をしかめる ウーッと怒った声出す
求
ロを閉じる ウー払ッとL、うS 5 逃げようとする ふんぞり返る 手でう
(S 1 -S5はそれぞれ付表のE.I.児.K.K.児.Y.A.児.K.O.児，
Y.T.児を示す)
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わるようになっている。 ζれに対して残る 2名1;.1 歳前
半までは第三者を介在させた場面での親への振り向き
行動はみられないものの， 15カ月頃Kは先lζ述べた 3名
が10-12カ月頃に示した行動と同様のものがみられはじ
めた。たとえば，ものと親の顔を交互にみて親の手に触
れる，親の手をほしいものの所にもっていくなとがそれ
である。乙れらの乙とから 5名中 3名では O歳後期9
10カ月頃から自分の関心のある外的対象を養育者と共有
しようとする行動がみられ始め l歳前半Kはさらにそれ
がゆびさしによる指示行為，あるいは親の手を号|し、ての
援助要求という明確な行動へと移行する，また筏る2名
KついていえばO歳後期での行動は養育者には認められ
ずに，1歳前半lζ明確な身振りとなって出現した時には
じめてそれとして養育者に伝わるということが示された。
(4旧己主張の要求
0歳期の自己主張は親の養育行動に対する矩否という
形で，とくに授乳，食事場面でみられるようになる。
0成後期での現れ方をみると. 5名に共通してみられ
るのは身をねじって逃げる，口を閉じるなどのように，
ミルクや離乳食のいらないときにそれを拒否するという
形で現れる。 l歳頃になると手で払ったり顔をそむける，
あるいはしかめた表情を作るなどのように，手，首によ
る行動や表情でそれを表現するようにな って，それが l
歳前半へと続いてし、く。乙れらの段階を大まかにいうな
らば， 0成後期Kは護育者からのかかわりを避け，逃けJ
ょうと身をねじっていた乳児が， 1歳頃lζは表情や発声
で自分の感情をあらわし，あわせて予ではらいのける，
顔をそむけるなどのより能動的な行動でそれを示すよう
になって， 1段前半へとひきつづいていくという乙とが
できる。乙れらは食事湯I箇lζかんする行動の発達である
が，乙の場面lζ閲していえば. 5名の間に大きな個人差
はみられない。
考 察
乳児の要求行動に対する親の解釈
本研究ではダウン症乳児の要求行動に対する親の解釈
に関して. 4つの観点lζ基ついて分類した。それらは(11
生I型的要求に閲するもの， 121対人交流の要求， 131三項関
係での交流要求，(4)自己主張の要求であった。先lζ結果
の節で示したように乙れら四つの側面においてその発達
lζ幾つかの特徴がみられた。
11 生理的要求に関して
生浬的妥求は食事，睡眠，紛池iζ関するものであった。
乙れらが生理的な要求を表わすものとして親K認識され始
めるのは 8-9カ月になってからである。 健常乳児では
生後3カ月頃までに乙れらの要求が親lζ伝わる乙とと上じ
較すればおよそ3倍の期間か必L要とされる乙とがわかる。
乙れは一つには乳児の神経成熟の速度K纂づくものとも
考えられ，また表情，発声，身体表現などのサインの微
弱さKよるものとも考えられる。
3つの要求のうち食事1<:閲するものは長も早く身ぶり
サインあるいは“乙とば"C原初語)によって益育者K伝
達口J能となった C1 j歳前半)。乙れは 3つの要求表現が
いずれも乳児の身体的な不快状態を訴えるという点では
共過しているものの，食事の要求はその対象となる“も
の"が視覚的にとらえられる乙とからより早期に指示する
対象となりえたためと考えられる。また養育者が乳児1<:
対して“もの"を提示しながら話しかけたりなどのかか
わりを最も多く持つのも食事場面であり，その中で乳児
が自分と妥育者とものとを関連させる経験を多く持った
という ζとが考えられる。
これらをBates1)のいう段階で示すならば時眠，排植
が聞き手効果段階にあるのに対して，食事の要求は窓凶
伝達段階ICはいっているという乙とができる。
121 対人交流要求に関して
乙れら5名のダウン症乳児は 8カ月頃までに鋭への愛
E行動を明確に示すようになっている。ただ， 0 I1長後期
の段階では鋭との再会や身体接触などの刺激iζ対する反
応として快表現がみられていたのに対して 1ÎI歳前、l~で
は乳児の方から能動的に続への接近行動をみせたり(後
追い，両手をだしてダッコを求める)，大声で親を身近
1<:呼び寄せるなどの表現がみられるようになる。 l歳前
ヰりとなると親はしばしば乙ともか日のとどかないとなり
のへやで一人遊びを始めることを報告するようになって
おり，その背民iζ1;1.，車見を必要とする時には発戸して呼
び寄せる能力を乳児が獲得したと親が認識した乙とを
指摘する乙とができる。また乳児は自分が発声すれば
鋭を身近に引き寄せる 乙とができる乙 とに気ついたか
のように，親の姿がみえるまで発声したり，返答を期待
して税lζ話しかけるような声をだす乙とか多くみられる
ようになる。このようなやりとりの期待，あるいは自分
のはたらきかけと親からの反応の対述合を意識化するの
は9-10カ月からl歳頃にかけてみられる。乙の時期IC
親は乳児の能動的なかかわりの発達に対する認識が深ま
り，乳児は対人交流要求において意図効果段階ICはいっ
たというととができる。
(31 三項関係での交流要求に関して
対人交流の嬰求行動の分析で9-10カ月頃から乳児が
自分のはたらきかけと斜の反応の関連を意識化している
乙とを述べたが，乙の時期iζは乙の意識化を返付けるよ
( 5 ) 
? ? ?? ??
うに三税関係の成立を示す行動がみられるようになって
いる。結瓜でも触れたように5名中3名の母親が乳児は
その行動の前後IC親を振り向いて“綴の視線"を窓識し
ていると言及しているが，銭る 2名はO歳代には乙ども
にそのような行動はみられていないとしている。しか
しl成前半には乙れら2名においても乳児が親にほめら
れる乙とを得意Kなって繰り返し行なう乙とや，自分が
やりたくてできない乙とを親の手を'31~、てさせようとす
るようになったという鰍告をしており，数カ月の1.;:呉を
しめすものの9-14カJ頃に乳児が籾11:対して提示， 指
悲し(手さし).親の手を引くなどの窓図効果段階の特
長的な行動を行なって1要求を伝i主し始める乙とがわかる。
(4) 自己主娠に関して
0歳代からl歳前半にかけて身体重1作による矩否行動
がみられ，それにネガティブなぷ現の発声と表情を伴う
ようになる乙と，それがしだいに全身動作から手ではら
いのけるなどの部分動作に移るものの，首の横振りのよう
な象徴的な身綴りまでには至らないことか明らかとなった。
健常乳児との比較
健常乳児の要求表現について，税の育児日誌による記
.(0) 11) 
込 から 0，1 歳代の発達を盤出して表2，ζ示した。
とれらの観察はすべて紛が生活の中で文脈から解釈し
たものを述べているものであり，本稿の親の解釈との照
合iζ適するものと考えられる。表211:そってこれらの発
達と本稿の対象となったダウン症乳児の行動を比較しょ
つ。
表 2Iζ示す要求表税は食事場面』ζ附するものである。
健常乳児の湯合， 0 ~歳前半11:は発戸 (泣き)から円をパ
クパクするという表現を示し，後半には身をのりだす.
手をのばすなと身体動作による綾近行動を示すようにな
る。また l歳前後に借必し，マン7 による指示行動へと
移行している。食事の安-求K限っていえばダウン症乳児
の場合ICも数カ月の遅れはあるものの 1銭前半には指差
し，マンマの発語をぷすようになり，生活の中でζの領
域が乳児の怠闘を表象レベルで表す乙とが忌も弔く行な
われ始めるという乙とができる。しかしダウン症乳児の
場合<'ン?の発語以後他の発話を観察することはまれ
で，乳児の要求表現は指さしゃ手さしなどの身綴りの段
階にあると」考える方が妥当である。
乙の乙とは矩否表現の表れからも推測しうる。ぷ2K
もみられるとおり健常乳児の場合にはO歳後期Ice;定の
身振りとしての首の繊振りがみられるようになり 1綴
頃tζは否認、の象徴的身振りとしての首の横振りが，そし
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てl歳前半lとは否定語の使用がみられるようになる。こ
のような健常乳児の発速に対して本稿の対象となったダ
ウン症乳児では首の横振りは観察されておらず，抵抗的
身娠りとしての手や腕の使用がみられるにとどまる。ζ
のような拒否的な行動はダウン症乳児の否定的な気持ち
を伝える行動としてO成後期から親に伝わっており，親
はその身体的あるいは表情によるサインからζともの要
求を即座IC解釈している。先』ζ要求表現が l歳前、ドでは
身振りにとどまっている乙とを示したが，矩否的表現も
身振りにとどまっている乙とがわかる。乙れらのζとか
ら，ダウン症乳児の親は 8-9カ月頃から ζどもの裂求
表現の意味するものをより理解しやすいものとしてとら
えだしている乙と，しかし， ζどもが l歳前半Kなって
も表現手段の中心は身振りであり，合わせて文脈からの
煩推が必要な段階にあるということがわかる。
親子関係の形成とコミュニケーションの発達
本研究はダウン症乳児籾子における前言語段階での要
求伝達の様相を縦断的に資料収集し，その特長を明らか
にするζとにあった。要求伝達とは.A (乳児)の内部に
生じた思いをAからB(鋭)K伝える営みをさしている。
本研究で解明しようとした乙とは.Aがどのような伝達方
法を発達させ，それをどのように用いたかを観察者が客観
的に託撮 ・分析する乙とではなく，むしろ受け手であるB
がAのある特定の行動をどのように受け止めて解釈して
いるかについての資料を収集し分析する乙とにあった。乙
れはBatesl)の聞き手効果段階を考慮する場合には特に重
要な視点、と考えられた。なぜならば乙の段階ではAとBと
の聞に共通したコ ミュニケーショ ン方略が発達している
わけではなく，あくまでも受け手であるBの判断がAの
おもいを推論していく鍵となるからである。
ζのような二者間のコミュニケーションの分析におい
ては.両者の対人関係のあり方が重要な役割を果す。本
稿の対象となった5名のダウン症乳児の級に対する愛新
形成Kついては先の論文川 15う?分析しその発達の様相を報
告 した。その内容を要約するならば(1)対象乳児は8カ月
頃から親や家族IC対して愛将行動を明確に示すようになっ
た， (2)乙のことを観は [乳児の親や家族IC対するダッコ
の要求や再会での喜びの表現]によって認識していた。
また， 0歳初期からの超早期療育K参加しているダウ ン
症乳児は健常乳児より 1 2カ月の遅れはあるもののO
歳半ばには親と見知らぬ人iζ対して識別的な行動をとる
ようになる16L乙れらのデータより，超早期療育』ζ参加
しているダウン症乳児に関していえば，乳児側からの愛
♂行動は健常乳児の発達i必度lζわずかに遅れるものの0
( 6 ) 
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歳半ばの“特定の人としての親の認知"およびO歳後期
の“親への接近行動の発現"という健常乳児と同織の段
階をふんで発達していくと考えてよい。
一方親側から乳児lζ対する愛着はO歳初期においては，
とくに乳児の生理リズムの安定民それlとともなう養育行
動の予測可能性iζ大きく依存しているといわれている17)18) 
乙れは健常乳児の湯合を考えるとよくわかるように，
神経成熟Kともな って生後3カ月頃までに睡眠，授乳，
??? ??? ?
排rt!!の時間の見通しがつくようになり，親{ま~育行動
を行なう乙とiζ対して自信を持ち始める。乙れは乳児
との関係iζ親があるみとおしを持つはじまりであり，
自分のはたらきかけICたいして乳児がサインを返して
くれる乙とによって，親はさらに益育行動への動機づ
けを高め，自分の存在の重要性への自信を持つ乙とが
できるようになる。また乙れらの相互作用を通して親
は自分の行動にフィードパックを与える“人"として
表2. 0 1 ;才児の要求 ・拒否行動の発注
(山!日10)秦野11}4;り作成)
te否 ・否定表現 要求表現
(泣き ・発声)。 泣き声 ・むずかり声 不快表情 泣く
才 舌で押し:1¥す ・口を閉じるつ低 イライラした発声
月IJ 声Jr.大小つける 唇で振り払う } 抗 口を動かす
半 ↓ 
上半身よじる ・顔をそむける 口をバクバクさせる
回避
不可能の泣き 全身をつっぱる、そり返る。
才 手でイヤイヤする リーチング
後 不快を表わす固有の 首の憐振り 身をのり山す
三j<. 音声 (抵抗的身綴り) 取りに行く
首の横振り
(慣用的身娠り)
矩否(否定的原語) 1 
「イヤJIアッJiパッパ;;J 身娠り言語 指さし ・提示 ・手渡し
母の手をひっぱる
才 非存.tf ひっ乙める ・政り投げる 17ン7J
MIJ 「ニャイニャイJiナァーッイ」 たたく ・ふり払う 手をさしH¥す、たたく
半 特定語 「パァ ー」など
禁止 「ダメJ(自主調整) 背中にかくす ・そ草う で指示
握りしめる(白己主張)
打消 (否認) 身振り(吹くしぐさ)
「チガウ、動詞十ナイ」 否定の首の倹振り 肯定のうなづき
才
後
半
2 2語文 2語文
才 「ニューナイネJ 「バンニュリ ニュリ」
(7) 
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?
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の乳児をとらえるようになり，本稿の冒頭で述べたよ
うに“人と人"とのかかわりとして養育行動をとらえ
るようになる。乙のように鋭からチiζ対する愛Jゴーは，
チから親に対するそれと同綴iζ，相手からの反応iζ大
きく依存しながら発達していくのであろう。乙れらの
発速についてEmde3)は神経成熟κともなう O歳期の
情緒の表れの発注段階との対応を示している。それは生
後3カ月までの泣きが養育者を引きつける機能を持った
't得的なものである乙と， 3カ)]臼以降にみられる社会
的微笑が乳児と長育長ーとの相互作用をさらに強化し， 8 
9カ月にみられる竿習性の恐怖心(人見知り)の発現が
乳児との結びつきに対する養育者の向信をさらに強める
というととである。とれらの乙とから考えると， 1ifi'者"
が乳児の何等かのサインを解釈する際にもとのような相
互作用の影響を考慮する乙とが必要と恩われる。同線11:，
ダウン症乳児の紋子関係について与える場合にも，乳児
自身の発達とそれにともなって観チがどのような養育関
係を形成してきたか考祭していく ζとが重要といえる。
乙れらの乙とを'I'fま去においてBatesl)の発達段階を考
えると，聞き手効果段階というのは乳児のおもいを貌自
身の思いに基つーいて判断していくという怠味では則いi!}
ない。むしろ乙の段階は親が乳児の袋求IL追随しなけれ
ばならない段階と，¥，、かえた方がよし、。すなわちBruner
のいう一方的要求段階にあたるもので，乳児は貌の立場
を想定しながら自分の要求を表現しているわけではなく，
乳児が相手あるいは他者を意識化せずlL要求を表1して
いる段階というjjが適切な段階である。これに対して:む
関効果段階では.乳児の中に他者としての親が存任して
いると考えうる。なせ'ならば， 一方的安求段階とは巣なり，
乳児は相手の反応を期待する綿えを示しており，親が何
等かの意味で行動の補完者となっている乙とを乳児が意
識化する段階と考えられるからである。とのような視点
から乳児の伝達行動をみると，結果にも示されているよ
うに，はやい綾子で9-10カ月，おそい親子で15カ月頃
!e乳児が三項関係の形成を示し，籾もまたその行動を:怠
識化していた。乙の時期は乳児の親lζ対する共感行動iζ
級自身が気づきはじめる時期とも一致しており，紛が乳
児の人絡を体験的に実感し始める時期といえる。それ以
前には乳児の表現が的確にわからない，要求表現らしい
ものをほとんと.示さないといった3己述が多いのに対して，
O歳後期の乙の時期から，親は乳児からのサイン!e注意
を向けるようになる。乙の頃鋭は“乙どもが近ごろ急激
κものがわかってきたようK思う"という印象を報告す
る乙とが多い。したがって乳児の側iζ臼・他意識のめば
えの行動がみられ始める頃に，同時に鋭の方も個人として
の手U尼の存在を怠識化するようになると言える。コミュニ
ケーションの基礎となるといわれる三項関係も健常乳児
とほぼ同時期あるいは数カ月の遅れを示しはするものの，
O歳後期から l歳前半iζ形成されており，ダウン症乳児
の要求行動は l歳前半には意図伝達段階!eはし、り始める。
しかし，先』ζも述べたように l歳前半の乳児の行動は身
振りによる伝達であり，食事場面での指差しとマン?の
発諮を除けば象徴的な表現はみられない段階にあるとい
える。
要 約
ダウン症乳児の要求行動の発達とそれに対する親の解
釈について，超早期療育11:霊初日しているダウン症乳児親
子5組についてO歳から l歳前半にかけて縦断的iζ資料
を収集し分析した。本学部付属の児童家族相談所で開催
したダウン症乳児親子教室において，親lζ個人面接を行
ない，乙どもの要求行動に対する解釈を聴取した。また
家Jfliでの記録を依頼し，雨後時IL聴取し補足した。乙れ
らの聞き取りによって得られた資料について，伝達行動
を4つの側面から整浬しそれぞれの変化を調べた。 4つ
の側面とは(1)生理的要求， 12)対人交流要求， 13)三項関係
での交流要求， 14)向己主仮(拒否行動)であった。 5名
の乳児の行動とそれに対する親の解釈から大まかに以下
のような変化がとらえられた。
(1)生.f1Jl的要求ー
睡眠，排他lζ関してはO歳代から一歳前半にかけて泣
くあるし、はぐずるという表現で親に伝わった。 ζれに対
して宅腹の表現は月齢とともに変化し， 0成中期から後
期には泣くが中心であったのに対して. 0歳後期Kは舌
をペロペロする，ロをモコ'モコするというような身振り
!e移行した。また一歳前半には5名中 l名が口をモコモ
ゴするという段階であるのを除けば. 3名は“7 ンマ"
といい，残る l名はE甫乳瓶を指差して求めるという段階
に移行した。
(2)対人交流要求
5名とも8-9カ月までに親iζ対する愛{j-h動が観察
されており，笑顔，発P1.手をのばしてダッコを求める
などの友現がoi，長後期から頻繁にみられた。また l歳前
半には貌は乳児が甘え行動を示すようになったと報告し
~. ，十』。
13)三項閲係での交流要求
5名中3名の親は 9 10カ月頃からこどもが何かする
前後に自分の方を振り向いてみるようになった乙とを観
察した。乙れは主!e発戸や観の顔をみるという行動!eと
どま っているが. 1;，おij平になると彼らの行動が指走し
( 8 ) 
4公jゐ.タウン症乳児の要求伝iと級の解釈 -237ー
による指示や籾の手を持って俊助の要求lζ変化する。 残
る2名についても線は l歳前、I~ICは乙れらの行動かみら
れ始めた乙とを報告した。
(4)臼己主張
5名』ζ共通してみられた変化はO議後期の身体動作に
よる痕何行動から l段頃には表情や発戸プラス子ではら
いのけるといった動作によ って親に伝わった。乙の傾向
は11，歳前半でも引き続き報告された。
以上をまとめると， 0歳中期から後期iζ至るまで視
は乳児の要求伝述行動が不明確と感じており， 9 10カ
月 IC~、たってはじめて乳児からの主体的な要求ぷ現を感
じるようになったと述べている。 乳児からの共感行動が
みられる15-16カ月は乳児の自他意識がめばえ始めてい
るとJ7えられる。乙の時期には， f.ltもまた乳児の自発性
とその人絡を実感するようになり ，鋭からの愛おーが確立
する時期と考えられる。以上の乙とから9 15カ月iζは
乳児の要求表現自体はBates1)のいう聞き手効果段階から
意図伝達段階K移行しつつあるが，指lJ.:しゃ7 ン?とい
う象徴的な表現は食事場面のみに限定怠れており，他の
場面では身体動作や表情，発声などにより乳児の要求が
親に伝わっている乙とが明らかとなった。
※ i'FI!なデ ター収集lζ乙協力いただきました教宅参加
の級子の皆さまに深謝いたします。
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付表1.E.I.児 (友児)の要求伝達行動の発達
<9ヶ月>
行動
嫌な顔をして殺をみ
る，ぐずる
観の解釈
排他を知らせる
特有な動きをする 発汗，睡眠
泣く 空腹
からだを鋭の方へよ 抱いてはしがっている
せる 甘えたい
ベソをかく かまってほしがって
いる
タタタタとし、う 母親を呼んでいる
アーアーという 遊んでほしがっている
続の顔を見てほほえ うれしさを伝えたがっ
む ている
アーアーという 飼ネコが来たのを知ら
せる
からだの力をぬく いやがっている
場 面
大使をするといやな顔をして親をみる。ウンチしたのっ
と聞くと，ニ-'，と笑う。
おしめがぬれているとぐずったり，話しかけても違う乙
とをする。
暑い時，からだをくねくね動かして，汗をかいた乙とを
知らせる。眠くなったら.左右iζコロンコロンと動き始
め，寝間着を見せると笑う。
親や姉をみると喜んで声をだし，顔や自の表情を変え，
からだごとこちらへくる。
パタパタと親が用事をして気がせいていると，じっと見
て下唇を出してべそをかく。
ftiをかけながら用事をすると泣かむい。
裂しんでいる歌遊びなどのやりとりを止めると，ア アー
一声をだしてもっととせがむ。
自分が遊んでいて何かめずらしいものなどできると籾の
顔をみて笑う。何度も同じ乙とをやっている。
ネコが近づくとアーアーといって知らせる。
続の気分で抱き kげたりすると，からだ全体のカをぬい
てしまう。
<10ヶ月>
fT 動 事見の解釈 湯 面
ぐずる，口をモゴモ 空腹，排池
コ'させる
親のからだにくっつ 甘えたがっている 甘えたい時は自分から鋭の顔にくっつけにくる。
いてくる
タタ，タタとし、う 殺を呼んでいる 続の姿が見えない時iζ戸をだしてタタ，タタという。
返事をするとにつ乙り笑う。
籾と何かを交互にみ 何か教えてほしがって 小鳥を目の前でみた時は，母親の顔と小鳥を交互にみて
る いる 目をまるくして，何か教えてほしそうにする。
手で払う いやがっている 離乳食を自分で食べようとし，手伝うと怒って手で払う。
(10) 
<12ヶ月>
行動
口をモゴモコ。きせる
自分のみつけたもの
を親IC.示す
車見や姉の親をジッと
みつめる
モジモジする
手で払う
総島:ダウン症乳児の要求伝達と親の解釈
籾の解釈
空腹
綬IL教えている
ほめてたり，かまって
ほしがっている
はずかしがっている
いやがっている
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t見 lit 
空腹のH寺，口をモゴモコさせて母鋭をみる。
「マン7 ワJfブープーのむ?Jときくとそれのある万を
みる。
テレヒHかついていると，好きなコマーシャルや歌が!日!こ
えるとアーアーといって手を出して足しぷして教える。
ネコのいったプ'il旬を教える。
ほめたり， H7をかけたりしてほしい時は付粉や姉の顔を
のぞき乙んでじっとまっている。
人か米るとモジモジしてはずかしそうはしぐさを始めた。
離乳食を食べるのを子伝うと悠って手で仏う。
<15ヶ月>
行動
マンマンマーという
大声でアーアーと
L、う
ものを指差して籾を
みる
チーチ，チーチとさ
けぶ
外でアーアーという
アーアーといい草見の
手にふれる
モノと親の簡を交'f_
にみる
観の解釈
空腹
手の届かない所lとある
ものをとってほしがっ
ている
見つけたものを籾に教
える
チ yチというネコのい
たずらを籾IL告げる
車見を呼んでいる
遊びを続けてほしい
ほしい物があってほし
がっている
t易・ ?
空腹のH在7 ン7 ン7 ーという戸を:Hす。
自分で取れないところへ入ったりすると大きな戸でアー
アーという。
ポールか転かっていったりすると指さして教える。
犬が米たりiEをみたりするとアーアーと指を足して教え
る。
手lζ持っているものにネコがじゃれたり，食べようとす
ると，タアーッといって払い，タメな時はチーチといっ
て観を呼ぶ。
外で遊ばせていると家の中の鋭に向かつてアーアーと戸
を:IJして呼ぶ
遊びを中断すると母娘や姉の顔をみて発戸し，オモチャ
iζ人の手をもってきてふれさせ，もっととせかす。
欲しいものがあるとそれを円でみて付税をふり返りと っ
????
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付表2. K.K.児(男児)の要求伝達行動の発達
<9ヶ月>
f丁 動
?
???
? ???
??????
???
泣く
鼻をならす 甘えたがっている
親の顔をさわって
発声
追視
話したがっている
そばにいてほしがって
いる
かまってほしがって
いる
満腹
特有の発声 ・体動
口をグッと閉じる
顔をそむける
場 面
おなかがすく頃だなと思っていると，必ず泣きだす。も
うすぐミルクだなと思い[ケンちゃん， ミルク?Jと聞
くと，泣くようになっjこ。[ミルク]というととばがわ
かっている様子。
おしめがぬれた時やウンチをした時，泣いて知らせる。
ひどL、かぜのため苦しい時は，抱いていないと泣きだし
親がトイレにいく暇もなし、。少しでも下K置くと，すが
るような目をして鼻をならす。元気なときよりは甘えた
がる。飽くと親の顔を見上げてニッコリし，安心してウ
トウトしだす。
顔を見合せて指くと，ジッと顔をみて顔をつかみにきて
しゃべりかけてくる。
親の動きを目で追って，部屋からいなくなるといつまで
もそちらをみている。
そばに立っとかまってもらおうとしてジーっと見て，特
有の戸を山し手足をパタパタする。
離乳食がもういらなくなると口をグ yと閉めて，絶対に
あけなb、。それでもしつ乙くすると，スプーンを取って
しまう。
<10ヶ月>
fT 動 観の解釈 場 函
大声で泣く 空腹 おなかがすいたときは，そ乙が外であろうと，人がたく
さんいようと，あゃそうと， ミルクを飲まさないかぎり
絶対に泣きやまない。
ぐずる 排池
泣く 遊んでほしがっている 最近おしめでもミルクでもないのに泣きだす乙とがあり
[どうしたの]とのぞき乙むと，ウーと鼻をならし，相
手にしてくれと許える。
しばらく遊んでいてはなれようとすると，半ベソをかし、
て呼び1:める。
車見の喜ぶ乙とを何度 紛の気をひいている 話しかけたり，ニッコリしたり，あそびかけてくる。
もする 親がなにかでションボリしていると，自分の方から先1<:
笑ってくれる ζとがある。
手をのばしてくる 抱いてほしがっている だっ乙してほしい時は，手をのばしてくる。
そ』ぎにくる かま勺てほしい時はそばに乙ろがってきて，続の足をな
めたり，手をのばしてさわってくる。
目をジ yとみつめて 遊んでほしがっている 遊んでほしい時は，目があうとそらそうとせず，手と足
手足をパタパタする をパタパタさせてみせ，来てくれるのを待っているよう
な感じがする。自分ひとりのあそびで満足している時は
目があって喜んでくれでも.すぐ且をそらして.自分で
あそぶ。
(12) 
親をしきりとみる
ウ-'/と発音
しかめる，逃げる
絞島 ダウン症乳児の要求伝達と殺の解釈
慣れないものにとまと
っている
怒っている
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はじめて見るものや少し驚いたりすると，税の顔を何度
も見て確かめる。
ミノレクを少しの乙した場合，それでも飲ませようとする
と，ウーッとまっかにいきみ，怒って逃げる。
? ?? ??
???
?
?
?
??
??
?
動 場 面
泣く
7 ン7 ン7 という
ぐずる
予をのばしてきて
ニコニコする
手をのばし，身をの
りだす
親のからだにしきり
と触れる
泣く，殺の顔をしき
りとみる
親の顔をみる
不満の声をだす
ウ-'/といってあば
れる
自分の顔の前lζ予を
おく， 手で払う
親の解釈
空腹
排Tt!'
遊んでほしがっている
抱いてほしがっている
甘えたがっている
オモチャをとってほし
がっている
慣れないものIC::とまと
っている
立ちたがっている
怒っている
満腹
おなかがすいた時，ロをとがらせてウーウーと半泣きに
なり，ほうっておくと本格的に泣きだす。
空腹の時7 ンマン7 ・というような音声を山す。
遊んで、ほしい時は，手をのばしてきて，ニコニコ し，手
足をノ、タノミタさせる。
しばらく離れていて合うと，手を出して身をのりだ し，
fこつこすると声をたてて笑い，よろ ζんであばれる。
そばによってきて，親の手や足を白分の腕で飽き乙んで
なめて甘える。
どうしても手のとどかない遠くにあるオモチャには手を
のばして泣きだし，親の顔をみる
珍しいものをみると，親のかおをみる。
立ちたくなると，籾のかおを見て，不満の声をだし訴え
る。
オモチャを取上げるとウーッといい，あしをノ¥タパタし
て怒り，絶対lζはなさない。
食べたくない時は，re'lの前で両手をそろえてほ しくない
というようlζ手で払う。
<15ヶ月>
n 動 親の解釈 場 面
マン7 ン7 ーという 空腹 おなかがすくと'7ン7 とーいう。
泣く 排池 ヴンチをすると泣いたりぐすったりする。
綬の顔をみてニッコ 抱いてほしがっている だっζ してほしい時は，親lζよじのぼって顔をのぞいて
リする 笑いかける
親の顔をみる 一緒によろ乙んでほし 新しいオモチャを手渡すと，親の顔をみてニコッと し，
がっている 事見の顔やiJjをオモチャでさわってから遊ぶ。
親の手をもちひっぱ 遊んでほしがっている 一緒K遊んでいて中断すると，怒ってからだをゆらし母
る 親の手をもって催足する。
泣き声をtlJして親の 手助けしてほしがって っかまり立ちする時lζ，ちょっとi認すぎるととろに手を
顔をみる いる ついて苦しくなると親をさがして半ベソ親をみせて助け
を求める。
(13) 
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<1ヶ月>
fT 動
泣く
泣く
両手をのばす
両手を上にあげる
大声をだす
ロを閉じる
手で払う
<12ヶ月>
fT 
泣く
動
手を親の方へのばす
甘え泣きをしたり大
声をだして親をみる
泣く
両手をのばす
からだを向ける
手を親の方へのばす
甘えた声をだして親
をみる
手ではらう
顔をそむける
逃げる
放る
児童学
付表3. Y.A.児(男児)の要求伝達行動の発途
親の解釈
空腹，睡眼，緋t世
乙わがっている
行きたい方向をしめし
めしている
fこっ乙してほしがって
いる
殺をよんでいる
満腹，きらいなもの
親の解釈
空腹， 睡眠，排池
抱いてほしがっている
かまってほしがって
いる
篤く，乙わがる
行きたい方向をしめし
ている
助けを求めている
手の届かない所のもの
をとってほしがってい
る
いやがっている
いやがっている
いやがっている
窃 面
おなかがすくと泣く。眠くなったら，ゆぴを口』ζ入れて
なく。おしめがぬれると泣く。
大きな声を出す人には泣く。
自分の行きたい方lζ手をだす。
だっ乙してほしい時，両手を上iζあげる。
殺の姿がみえないi時は大きい声をだす。
どはんとかミルクの時，いらなくなったら声を出して怒
るか，ロをあけなくなる。薬をのむ時，口を一文字iζ閉
じてしまう。手で払う。
犠 面
1ヶ月時と同様
親の顔をみるとすぐに手を出して抱いてもらおうとする
同じ部屋にいて親が相手にならずに用事を していると甘
えるように泣きだしたり，大きな声をあげてかま ってほ
しそうにする。
大きな声をだす人IC会うと泣く。親がけんかをして大声
をだすと泣く。
自分の行きたい方向へ手を出したり，からだを動かして
綬をみる。
一方の親にしかられるともう一方の親le助けを求めるよ
うに手を出して抱いてほしいという。
手の届かない所lζオモチャをおく と，あまえるような声
を出し. [取ってほしいの?]というと，ニッコ リする
ミルクをほしくない時，手ではらったり，顔をそむける
おしめをかえる時，寝返りばかりしてなかなかおしめを
させてくれない。
気にいらないオモチャを放る。
(14) 
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<13ヶ月>
n 動 親の解釈 場 面
泣く 空腹，暖自民，排t世
何かしながら籾の顔 慣れないものにとまと 珍しいものを見た時手を出したり引っ込めたりしながら
をしきりとみる っている 籾の顔をみてさわりたさそうにする。その時IC:籾が先IC:
さわってやったりすると自分もおなじようにさわる。
F見の顔をみて甘え戸 遊んでほしがっている だっ乙してウロウロしてほしい時は親の顔をみて甘える
をだす ようにρをだす。
下をのばす 行きたい方向を示す 自分の行きたい方へ手をのばす。
斜の顔をみてアーン 手の屈かない所のもの ほしいオモチャに手が届かない時は親の顔をみながらア
とし、う をとってほしがっている ーンという。
だ勺乙からおりたが 自分で移動したがって だっ乙している時，臼分の行きたい所があると下Kスソレ
る いる スソレとおりて，自分の行きたい方へ足を山して行く。
予で払う いやがっている 気に入らないオモチャを手渡されると手で払ってしまう
| 手で払う 満腹 牛乳を飲んでいていらなくなったら予ではらう。
<15ヶ刀>
H ;)J 親の解釈 湯 面
耳目乳びんを指さす 空腹 空腹の時晴乳ヒ'ンを指さす。
グズグズ機嫌が悪く 排池をしらせる
なる
鋭の手を自分の}jK 飽いてほしがっている 他いてほしい時，続の両手をもって自分の脇の Fにもつ
ひきょせる ていき，自分では両手をあげてアーンと甘える。
何かにふれながら親 自分の行動を見守って 珍しいものを見つけた時.少しずつさわったり，紛のか
のfliをみる ほしがっている おを見たりしながら取りに行く。
紛のllJiをみてアーン 手の届かない所にある 速くにあるオモチャに手が届かない時，アーンといって
という ものを取ってほしがっ 観K~l坊を求める。
ている
泣く，すねる 怒っている 自分がまだ遊びたいのに規がオモチャをとりあけると.
泣いたりすねたりする。
( 15) 
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付表4. K.O.児(男児〉の要求伝達行動の発達
<9ヶ月>
fT 動 親の解釈 場 面
グズグズいう 空腹 おなかがすいた時，グズグズという。
身をねじって逃げる いやがっている おしめをかえる時，顔をふく時， ミルクがもういらない
顔をそむける 時IC顔をそむける。
親の産買をみる うれしい うれしい時親の顔をみる。
<10ヶ月>
イT 動 続の解釈 場 面
舌をペロペロする 空腹 おなかがすくと，舌をペロペロ出す。
親の顔をみる よろ乙んでいる 父親に抱かれたり，うれしい時に母親の顔をみる。
泣いて績の顔をみる 乙わがっている 見慣れない人，場所iζ行くと，助けてほしそうに泣き，
いやがっている 親の方へしがみつく。
泣く 抱いてほしがっている 籾の顔をみると泣き，抱くと泣きやむ。
ウーッという 親lζかまってほしがっ 母紛がよその人と熱中して話していると怒ったような声
ている をだす。
顔をそむける 1満腹，きらいなものを おなかがいっぱいになるとイヤがり，逃げる。
いやがっている 嫌いなものをやろうとすると，顔をそむける。
<1ヶ月>
イT 動 親の解釈 場 面
舌をベロベロする 空腹 … ……モゴモゴ| 
口をモゴモゴする させたりする。
顔をしかめて，反応 怒っている こともを一人にして用事をすませてもどると，そのあと
しない ずっと怒っているような顔をしている。
<15ヶ月>
行 動 級の解釈 場 面
ロをモゴモゴする 空腹 空腹の時口をモゴモゴさせる
親の手をあるモノの ある乙とをしてほしが 親がピアノを仰いていて途中でやめると，親の手をもっ
所へもっていく っている てピアノのと乙ろへ持っていき，もう一度ひいてほしそ
うにする。
ウー ッとし、う 怒っている 遊びを中断したりするとウーッと怒った声を出す。
(6) 
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付表5. Y.T.児(男児)の要求伝達行動の発法
<9ヶ月>
fT 動 親の解釈 場 面
手を出して来る 関心のあるものを持ち 自分の回りにある見慣れないものに対して興味を示し.
たがっている 取り上げると手を出してほしがる。
笑う，足をパタパタ よろ乙んでいる うれしい時，親の顔をみて笑い.足をパタパタ させる。
ウー ッとし、う いやがっている おしめかえの時逃け.たり怒ったような声を出す。
ミノレクがほしくないとウ-.~と怒 った声を出す。
<10ヶ月〉
n 動 親 の解釈 場 商
グズグズいう 日民し、 眠たい時グズグズいう。
~声を出す よろ乙んでいる そばを離れていてもどってくると，うれしそうに奇声を
だす。
グズグズいう ほしいものがとれずに 自分がほしいのに取れないとクズグズいって怒る。
怒っている
ロを閉じる 満腹.いやがっている ミルクの時，もういらないと口を閉じて拒否して怒る。
る いやがっている おしめかえの時，いやがって逃げる。
<11ヶ月>
n 動 親 の 角早釈 場 商
奇声をあげる，話す やりとりをしたがって うれしい時，話しかけるように何かさけぶ。籾の顔をみ
ように声を出す いる るとキャーキャーいう。
グズグズいう ねむい 眠たい時.グズグズいうのですくわかる。
口を閉じる 満腹，いやがって怒っ 乙はんのl時，いらないといやがり，絶対に口を開けない。
ている また，ふんそり返って悠る。
ウーッとし、う 怒っている ほしい ものを取ろうとする時，じゃまをするとゥ-.~と
いって怒る。
足をノミタパタ させる 悠っている 遊んでやっていてやめると足をパタパタさせて怒る。
く15ヶ月>
イ7 動 続の解釈 場 而
ロをモグモグする 宅腹 空腹の時1-1をモグモグさせたり i<'ンマ」の発声をして
マン7 という しらせる。
アーという 話したがっている アーと戸を山すので返事をすると，また声を出してくる
観の腕lζ頭をもたれ uえたがっている そばにいくと親の腕lζ顕をのせたり，なめたりして甘え
かける る。
ワ-. /とb、う 怨っている 持っている物を取り上けると ，グズッて怒りだす。
ぐする
あそび(日L、高L、)をやめるとゥーッ といって怒る。
規をふりかえる 何かとってほしがって めずらしいものをみるとほ貌をふりかえり，
いる とってというように母親の手にふれる。
逃げる いやがっている おしめ交倹の時，いやがり逃げようとする。
手で払う 満腹 ミルクや食事の欲しくない時，手で払う。
(17) 
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Summary 
How parents who have Down's Syndrome (DS) infants can understand their babies' requirements in daily life? The 
purpose of this study was to investigate development of non verbal communication between DS infants and their parents. 
According to Bates， there are three levels of communicative strategy， (1) perlocutionary stage， (2) iIocutionary stage 
and (3) locutionary stage.百四sestages were considered to appear in a s巴quence.
10 the白rststage， parents have to interpret their infants' requirements by infants' behavior that have done un-
intentionally. In the second stage， which appears at the end of the first year， infants show communicative intentions 
by proto-declarative action (showing， giving and pointing) and proto・imperative action (reching and vocalizing). 1 t is
only in the third stage in which the verbal communication appears between th巴infantsand the parents. 
5 pairs of mothers and DS infants were served as subjects who participated to our early special intervention for 
DS infants and fami1y from their 4 months of age. Once a month they came to our CLINIC at Univ. where mothers 
were interviewed how they interpret their infants' requirements. In addition they were asked to record some question-
naires in daily life. 
The results were as follows: 
From the middle to the end of the first year， infants began to show their requirements (hunger， sleep and excretion) 
by crying. Although the expression of the needs of sleep and excr巴tionhave been kept at the primitive stage (crying)， 
which meant the Bates' first stage， that of hunger changed into the Bates' second stage around 12 months with gesture 
of moving their mouth. And at the half of second year， 3 out of 5 infants began to say“MAMMA" (the word which 
meant山emeal)， orpointing a feeding bott1e (1 out of 5 infants). 
A11 of the infants showed attachment behavior about 8 -9 months. They began to exprore outer world at the end 
of first year and at 9 -15 months， they showed reference eye contact to mothers that meant their requirements 10 play 
with or help when they intend to do something. 
From these results it was considered that the beginning of DS infants' differentiation of self.other consciousnes 
was seen around one year of age， and it might be related to the development of communicative intention in DS infants 
and their mothers (including family members)ー
(18) 
